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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第68期

第２四半期
連結累計期間

第69期
第２四半期
連結累計期間

第68期

会計期間
自　2019年４月１日
至　2019年９月30日

自　2020年４月１日
至　2020年９月30日

自　2019年４月１日
至　2020年３月31日

営業収益 （千円） 33,528,177 38,371,835 68,923,000

経常利益 （千円） 338,185 1,517,526 964,422

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 203,160 974,087 360,798

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 224,101 1,094,274 377,362

純資産額 （千円） 13,942,403 15,040,105 14,020,788

総資産額 （千円） 30,303,453 31,854,528 30,762,305

１株当たり四半期（当期）

純利益
（円） 20.34 97.57 36.13

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 46.01 47.21 45.58

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 679,737 1,654,790 2,481,835

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △393,978 △520,737 △777,290

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △231,108 △38,820 △1,147,632

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） 1,278,119 2,875,612 1,780,380

 

回次
第68期

第２四半期
連結会計期間

第69期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2019年７月１日
至　2019年９月30日

自　2020年７月１日
至　2020年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 12.06 40.11

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．営業収益は、売上高及び営業収入の合計であります。

３．営業収益には、消費税等は含んでおりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容に重要な変更はあ

りません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１）財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間における日本経済は、新型コロナウイルスの世界的感染拡大による急激な経済活動の

縮小から、５月の緊急事態宣言解除後は緩やかな回復傾向にありましたが、感染拡大の第２波により８月以降の個

人消費の回復は足踏み状態が続いており、依然として先行きの不透明な状況となっております。

当小売業界におきましては、ウィズコロナ時代の生活様式の変化による内食志向の高まりや、消毒・衛生用品の

需要増加があったこと等によって足許の業況は良好に推移しているものの、消費者の将来不安に対する「生活防衛

志向」、同業態・異業態をはじめＥコマースも含めた「競争の激化」、現在も進みつつある「人口減少・高齢化」

に伴う「可処分所得の減少」、人手不足や最低賃金の上昇による「人件費の高騰」等、依然として厳しい経営環境

にあります。

このような状況の中、当社グループは、お客様と従業員の安全・安心を第一に考え、各種感染防止策を徹底しな

がら、お客様の生活を支えるライフステーションとして店舗営業を継続してまいりました。

当社グループは、当連結会計年度より経営改革プロジェクト『ＭＡＰ３』（Makiya-group Advancing Profit3）

を編成し、各経営改革目標数値を設定し、①「ロス額」の削減、②「値入率」の改善、③「人的生産性」の改善を

推進しております。特に「ロス額」の削減により当第２四半期連結累計期間の売上総利益率は、前年同期より

0.42％改善いたしました。

また、当社グループの「力」（品揃え・品質・価格・売り方・サービス・マネジメント）の６項目の磨き上げに

全力で取り組んでおり、「重点販売商品」の売り込みや、「ご推奨ＰＯＰ」の充実などの様々な取り組みにより、

お客様の生活に役立つ商品を、安心の低価格と温かいサービスでご提供できる様に全力で取り組んでおります。

前連結会計年度に導入したマキヤポイントカードに電子マネー機能を組み入れた「マキヤプリカ」につきまして

は、毎月５の付く日に「マキヤプリカ」へのチャージ１万円以上で１％ボーナスの付与特典の継続実施、特別

チャージボーナス企画や商品プレゼント企画など、様々なキャンペーン企画により利用促進を図るとともに、総務

省が実施するマイナポイント事業への参画もいたしました。さらには、バーコードで支払いができるスマートフォ

ン決済も導入し、お客様のレジ待ち時間の短縮や多様化するキャッシュレス決済への対応により、お客様サービス

の更なる向上を図っております。

当第２四半期連結会計期間の店舗政策につきましては、以下のとおりであります。

区　　分 店　　舗　　名 年　月 備　　　考

開　　店
業務スーパー函南店

（静岡県田方郡函南町）
2020年９月 新規開店

 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、営業収益は38,371百万円（前年同期比14.4％増）、営業利益

は1,435百万円（前年同期比420.2％増）、経常利益は1,517百万円（前年同期比348.7％増）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は974百万円(前年同期比379.5％増)と大幅な増収増益となりました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①小売業

営業収益は38,153百万円（前年同期比14.5％増）となりました。新型コロナウイルス感染症の拡大にともなう、

「巣ごもり」・「感染対策」需要等の高まりにより、「フード（食品）」部門・「ノンフード（非食品）」部門と

もに、お客様のご支持をいただいたことにより好調に推移し、前年同期を大幅に上回る結果となりました。

営業利益は1,531百万円（前年同期比314.1％増）となりました。売上高の増加の他に、折込チラシ等の自粛によ

り販売費率が減少したことと、当連結会計年度より全社で取り組んでいる「中長期経営改革プロジェクト『ＭＡＰ

３』」の各種改善施策の推進により、大幅に増加いたしました。

 

②不動産賃貸事業

営業収益は218百万円（前年同期比7.3％増）、営業利益は82百万円（前年同期比3.2％増）となりました。
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(２）財政状態の分析

資産、負債、純資産の状況

（資　産）

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は31,854百万円となり、前連結会計年度末と比較して1,092百万円増加

いたしました。

流動資産は9,411百万円となり、前連結会計年度末と比較して985百万円増加いたしました。これは、売掛金が

118百万円減少したものの、手元流動性を高めたことにより現金及び預金が1,095百万円増加したこと等によるもの

であります。

固定資産は22,443百万円となり、前連結会計年度末と比較して106百万円増加いたしました。これは、減価償却

等により有形固定資産が238百万円減少したものの、ＩＴ投資により無形固定資産が195百万円、敷金及び保証金が

98百万円、投資その他の資産のその他が51百万円増加したこと等によるものであります。

（負　債）

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は16,814百万円となり、前連結会計年度末と比較して72百万円増加いた

しました。

流動負債は10,900百万円となり、前連結会計年度末と比較して330百万円減少いたしました。これは、未払法人

税等が357百万円増加したものの、買掛金が423百万円、短期借入金が247百万円減少したこと等によるものであり

ます。

固定負債は5,913百万円となり、前連結会計年度末と比較して403百万円増加いたしました。これは、設備資金等

の調達により長期借入金が505百万円増加したこと等によるものであります。

（純資産）

純資産は15,040百万円となり、前連結会計年度末と比較して1,019百万円増加いたしました。これは、利益剰余

金が899百万円増加したこと等によるものであります。

 

(３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の期末残高は、前連結会計年度末と比較して1,095百

万円増加し、2,875百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とその主な要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務の減少額が423百万円あったものの、税金等調整前四半期純利

益が1,517百万円、減価償却費が515百万円あったこと等により1,654百万円の収入となり、前第２四半期連結累計

期間より収入が975百万円増加いたしました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形及び無形固定資産の取得による支出が519百万円あったこと等によ

り520百万円の支出となり、前第２四半期連結累計期間より支出が126百万円増加いたしました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入れによる収入が1,400百万円あったものの、長期借入金の返済

による支出が781百万円、短期借入金の減少額が360百万円、リース債務の返済による支出が222百万円、配当金の

支払額が74百万円あったこと等により38百万円の支出となり、前第２四半期連結累計期間より支出が192百万円減

少いたしました。

 

(４）経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(５）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

 

(６）研究開発活動

該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 35,128,000

計 35,128,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数（株）
（2020年９月30日）

提出日現在
発行数（株）

（2020年11月10日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 10,540,200 10,540,200

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

完全議決権株式であり、権利

内容に何ら限定のない当社に

おける標準となる株式。

単元株式数は100株でありま

す。

計 10,540,200 10,540,200 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高

（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額

（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2020年７月１日～

2020年９月30日
－ 10,540,200 － 1,198,310 － 1,076,340
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（５）【大株主の状況】

  2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合（％）

株式会社マキリ 静岡県富士市大渕2373番地 4,343 43.5

マキヤ取引先持株会 静岡県富士市大渕2373番地 731 7.3

公益財団法人マキヤ奨学会 静岡県富士市大渕2373番地 700 7.0

株式会社静岡銀行 静岡県静岡市葵区呉服町一丁目10番地 495 5.0

スルガ銀行株式会社 静岡県沼津市通横町23番地 489 4.9

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号 187 1.9

三井住友海上火災保険株式会社 東京都千代田区神田駿河台三丁目９番地 139 1.5

矢　部　伸　泰 静岡県沼津市 128 1.3

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内二丁目１番１号 114 1.1

万葉倶楽部株式会社 神奈川県小田原市栄町一丁目14番48号 103 1.0

計 － 7,433 74.5
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2020年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 556,800

完全議決権株式（その他） 普通株式 9,980,900 99,809 －

単元未満株式 普通株式 2,500 － －

発行済株式総数  10,540,200 － －

総株主の議決権  － 99,809 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式18株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2020年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数
（株）

他人名義所有
株式数
（株）

所有株式数の
合計
（株）

 
発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）

株式会社マキヤ

静岡県沼津市三枚橋字

竹の岬709番地の１
556,800 － 556,800 5.3

計 － 556,800 － 556,800 5.3

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  (単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,780,380 2,875,612

売掛金 1,134,495 1,015,913

商品 5,225,073 5,218,102

その他 286,403 302,202

貸倒引当金 △340 △334

流動資産合計 8,426,012 9,411,496

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 8,964,239 8,776,042

土地 7,573,266 7,573,266

その他（純額） 1,078,883 1,028,476

有形固定資産合計 17,616,388 17,377,784

無形固定資産 763,585 959,160

投資その他の資産   

敷金及び保証金 2,433,590 2,532,347

その他 1,522,727 1,573,739

投資その他の資産合計 3,956,318 4,106,087

固定資産合計 22,336,292 22,443,032

資産合計 30,762,305 31,854,528

負債の部   

流動負債   

買掛金 5,406,561 4,983,447

短期借入金 2,710,531 2,463,110

未払法人税等 248,693 606,423

賞与引当金 162,337 178,668

役員賞与引当金 5,430 5,430

ポイント引当金 73,565 73,070

損害賠償引当金 120,000 120,000

その他 2,503,888 2,470,711

流動負債合計 11,231,007 10,900,861

固定負債   

長期借入金 2,787,907 3,293,370

退職給付に係る負債 794,302 793,788

役員退職慰労引当金 86,530 92,860

資産除去債務 579,950 586,453

その他 1,261,818 1,147,088

固定負債合計 5,510,510 5,913,561

負債合計 16,741,517 16,814,423

 

EDINET提出書類

株式会社マキヤ(E03166)

四半期報告書

 9/20



 

  (単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,198,310 1,198,310

資本剰余金 1,083,637 1,083,637

利益剰余金 12,173,685 13,072,897

自己株式 △446,204 △446,285

株主資本合計 14,009,428 14,908,558

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 144,823 238,215

退職給付に係る調整累計額 △133,463 △106,669

その他の包括利益累計額合計 11,359 131,546

純資産合計 14,020,788 15,040,105

負債純資産合計 30,762,305 31,854,528
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  (単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

売上高 33,199,951 38,034,733

売上原価 26,160,237 29,808,653

売上総利益 7,039,713 8,226,080

営業収入   

不動産賃貸収入 328,226 337,101

営業総利益 7,367,940 8,563,182

販売費及び一般管理費 ※１ 7,091,944 ※１ 7,127,441

営業利益 275,995 1,435,740

営業外収益   

受取利息 15 13

受取配当金 5,128 6,932

受取手数料 34,689 37,386

リサイクル収入 26,084 18,469

設備投資支援金 － 23,000

その他 23,442 21,052

営業外収益合計 89,361 106,855

営業外費用   

支払利息 14,018 9,574

株主優待費用 6,714 7,574

その他 6,438 7,920

営業外費用合計 27,171 25,069

経常利益 338,185 1,517,526

特別損失   

店舗閉鎖損失 6,487 －

災害による損失 1,722 －

特別損失合計 8,210 －

税金等調整前四半期純利益 329,975 1,517,526

法人税、住民税及び事業税 119,072 546,189

法人税等調整額 7,742 △2,750

法人税等合計 126,814 543,439

四半期純利益 203,160 974,087

親会社株主に帰属する四半期純利益 203,160 974,087
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  (単位：千円)

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

四半期純利益 203,160 974,087

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △1,116 93,392

退職給付に係る調整額 22,057 26,794

その他の包括利益合計 20,941 120,187

四半期包括利益 224,101 1,094,274

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 224,101 1,094,274

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  (単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 329,975 1,517,526

減価償却費 513,009 515,753

店舗閉鎖損失 6,487 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △460 △6

賞与引当金の増減額（△は減少） 27,809 16,331

ポイント引当金の増減額（△は減少） △549 △495

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 8,023 37,687

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 40 6,330

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 1,447 －

受取利息及び受取配当金 △5,144 △6,945

支払利息 14,018 9,574

売上債権の増減額（△は増加） △174,127 118,581

たな卸資産の増減額（△は増加） 72,516 12,938

仕入債務の増減額（△は減少） 74,811 △423,113

未払消費税等の増減額（△は減少） △32,010 103,060

その他 △4,035 9,224

小計 831,812 1,916,446

利息及び配当金の受取額 5,144 6,945

利息の支払額 △14,591 △9,745

法人税等の支払額 △142,627 △258,857

営業活動によるキャッシュ・フロー 679,737 1,654,790

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形及び無形固定資産の取得による支出 △371,248 △519,667

投資有価証券の売却による収入 － 33,630

貸付金の回収による収入 79 82

敷金及び保証金の差入による支出 △33,210 △20,500

敷金及び保証金の回収による収入 251 5,000

その他 10,148 △19,283

投資活動によるキャッシュ・フロー △393,978 △520,737

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △460,000 △360,000

長期借入れによる収入 1,400,000 1,400,000

長期借入金の返済による支出 △851,275 △781,957

リース債務の返済による支出 △246,418 △222,354

自己株式の取得による支出 △18 △81

配当金の支払額 △73,395 △74,426

財務活動によるキャッシュ・フロー △231,108 △38,820

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 54,650 1,095,231

現金及び現金同等物の期首残高 1,223,468 1,780,380

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 1,278,119 ※１ 2,875,612
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間

（自　2019年４月１日
　　至　2019年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日

　　至　2020年９月30日）

給与手当 2,336,574千円 2,382,317千円

賞与引当金繰入額 142,924千円 180,879千円

役員賞与引当金繰入額 4,660千円 5,430千円

退職給付費用 69,340千円 76,686千円

役員退職慰労引当金繰入額 6,140千円 6,330千円

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次

のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

現金及び預金勘定 1,278,119千円 2,875,612千円

現金及び現金同等物 1,278,119千円 2,875,612千円
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（株主資本等関係）

前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月７日

取締役会
普通株式 74,876 7.50 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年11月１日

取締役会
普通株式 74,875 7.50 2019年９月30日 2019年12月３日 利益剰余金

 

当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年５月８日

取締役会
普通株式 74,875 7.50 2020年３月31日 2020年６月29日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年11月６日

取締役会
普通株式 74,875 7.50 2020年９月30日 2020年12月３日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）２

四半期連結損益
計算書計上額
（注）３ 小売業

不動産
賃貸事業

計

営業収益（注）１      

外部顧客への営業収益 33,324,236 203,940 33,528,177 － 33,528,177

セグメント間の内部営
業収益又は振替高

－ － － － －

計 33,324,236 203,940 33,528,177 － 33,528,177

セグメント利益 369,968 79,526 449,495 △173,499 275,995

（注）１．営業収益は、売上高及び営業収入の合計金額であります。なお、四半期連結損益計算書の不動産賃貸

収入のうち、当社店舗の敷地内で営業するテナント等の収入については、「小売業」セグメントに含

めております。

２．セグメント利益の調整額△173,499千円は、その全額が全社費用であります。全社費用は、報告セグ

メントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）２

四半期連結損益
計算書計上額
（注）３ 小売業

不動産
賃貸事業

計

営業収益（注）１      

外部顧客への営業収益 38,153,017 218,818 38,371,835 － 38,371,835

セグメント間の内部営
業収益又は振替高

－ － － － －

計 38,153,017 218,818 38,371,835 － 38,371,835

セグメント利益 1,531,876 82,032 1,613,908 △178,167 1,435,740

（注）１．営業収益は、売上高及び営業収入の合計金額であります。なお、四半期連結損益計算書の不動産賃貸

収入のうち、当社店舗の敷地内で営業するテナント等の収入については、「小売業」セグメントに含

めております。

２．セグメント利益の調整額△178,167千円は、その全額が全社費用であります。全社費用は、報告セグ

メントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
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項目
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

１株当たり四半期純利益 20円34銭 97円57銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千

円）
203,160 974,087

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半

期純利益（千円）
203,160 974,087

普通株式の期中平均株式数（千株） 9,983 9,983

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

2020年11月６日開催の取締役会において、2020年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり

中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　74,875千円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　７円50銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　　2020年12月３日

 

EDINET提出書類

株式会社マキヤ(E03166)

四半期報告書

17/20



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年11月10日

株式会社マキヤ

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

　東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 齋　藤　慶　典 　 印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 川　口　靖　仁 　 印

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社マキヤ

の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020年９月30

日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マキヤ及び連結子会社の2020年９月30日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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